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　　 令和 6 年度

防災訓練を実施
　

令
和
６
年
度
の
防
災
訓
練

は
、
東
京
都
の
給
水
区
域
内
で

大
規
模
な
震
災
が
発
生
し
、
広

域
に
わ
た
る
断
水
情
報
並
び
に

濁
水
被
害
が
あ
っ
た
と
想
定
し

て
実
施
さ
れ
た
。

　

当
組
合
に
設
置
さ
れ
た
「
災

害
対
策
室
」
で
は
、
現
地
に
は

理
事
ら
が
参
集
し
、
組
合
員
の

安
否
確
認
や
断
水
・
濁
水
と

い
っ
た
被
災
状
況
、
道
路
規
制

情
報
の
収
集
を
行
い
、
東
京
都

水
道
局
や
組
合
員
に
情
報
提
供

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
自
主
調
達

可
能
な
管
材
料
等
、
交
通
誘
導

員
の
確
保
等
、
協
定
を
締
結
し

て
い
る
協
賛
各
社
か
ら
円
滑
な

提
供
を
受
け
る
手
順
を
確
認
し

た
。

　

参
集
訓
練
お
よ
び
応
急
処
置

等
の
実
技
訓
練
は
、
川
崎
市
に

あ
る
リ
ア
ル
建
設
株
式
会
社
東

京
営
業
所
敷
地
内
で
行
わ
れ
、

連
絡
会
会
員
が
現
地
に
駆
け
付

け
た
。　

　
　
　
　

     

◇

　

実
技
訓
練
で
は
、
応
急
措
置

訓
練
（
給
水
管
配
管
部
分
の
応

急
措
置
、
配
水
小
管
部
分
の
応

急
措
置
、
仮
設
配
管
を
使
用
し

仮
給
水
を
行
う
応
急
措
置
）
が

行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
令
和
６
年
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

水
小
管
並
び
に
各
家
庭
に
供
給

し
て
い
る
給
水
管
を
断
水
さ
せ

ず
に
応
急
措
置
す
る
訓
練
」
と

防
災
訓
練
の
意
図
を
説
明
し

た
。

　

応
急
措
置
訓
練
で
は
、
震
災

に
よ
り
漏
水
が
発
生
し
た
と
想

　

訓
練
の
実
施
は
、
第
１
班
が

不
二
工
業
株
式
会
社
、
日
昇
工

業
株
式
会
社
、
第
２
班
が
リ
ア

ル
建
設
株
式
会
社
、
株
式
会
社

二
友
組
、
第
３
班
が
株
式
会
社

ユ
タ
カ
工
業
と
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
当
連
絡
会

の
貝
澤
二
郎
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
能
登
半
島
地
震

で
、
よ
く
耳
に
し
た
の
が
、
水

が
出
な
い
の
が
一
番
つ
ら
い
と

い
う
声
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
仕

事
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

水
道
を
守
り
、
安
心
で
安
全
な

水
道
水
を
各
家
庭
へ
届
け
る
こ

と
。
本
日
行
っ
た
訓
練
を
実
践

す
る
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

が
一
番
良
い
こ
と
だ
が
、
災
害

は
時
を
選
ば
ず
に
起
こ
る
。
こ

の
訓
練
に
よ
り
、
災
害
時
に
は

我
々
の
力
で
早
く
日
常
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
し
た
。

　

実
技
訓
練
に
は
東
京
都
議
会

公
明
党
東
京
都
上
下
水
道
促
進

議
員
連
盟
会
長
の
伊
藤
興
一
議

員
、
並
び
に
竹
平
ち
は
る
議
員

に
来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
い

た
。

　

伊
藤
会
長
は
訓
練
終
了
後
の

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
昨
年
に
引

き
続
き
、
訓
練
を
拝
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
こ
の
訓
練

の
大
事
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
能
登
半
島
地
震
に
お
い

て
も
、
連
絡
会
の
会
員
会
社
が

現
地
に
入
っ
て
支
援
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
連
絡
会
の
応
援

を
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
議

会
と
し
て
も
支
え
て
い
き
た

い
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ

た
。

　

東
京
都
水
道
局
給
水
部
か
ら

は
、
藤
川
和
久
給
水
部
長
、
大

谷
武
彦
配
水
課
長
、
青
木
真
給

水
課
統
括
課
長
代
理
、
田
中
高

志
給
水
課
課
長
代
理
が
来
賓
と

し
て
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

藤
川
部
長
は
「
本
日
は
迅
速

な
、
か
つ
丁
寧
な
応
急
措
置
は

日
々
の
仕
事
の
積
み
重
ね
に
よ

る
技
術
力
の
賜
物
だ
と
、
震
災

が
発
生
し
た
際
に
も
確
実
に
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
と
実
感
し

た
。
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て

も
厳
し
い
環
境
の
中
、
当
局
か

ら
の
派
遣
要
請
に
基
づ
き
、
施

設
の
復
旧
に
向
け
、
迅
速
か
つ

継
続
的
に
対
応
い
た
だ
き
深
く

感
謝
し
た
い
。
東
京
に
お
い
て

も
大
規
模
な
災
害
は
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
連
絡
会
の
力
が
不

可
欠
。
よ
り
多
く
の
事
業
者
と

応
急
復
旧
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後

と
も
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
東
京
都
で

は
積
極
的
に
協
力
し
て
連
携
を

強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

東
京
水
道
株
式
会
社
か
ら

は
、
野
田
数
代
表
取
締
役
社

長
、
柿
沼
誠
水
道
技
術
本
部
長

に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

野
田
社
長
か
ら
は
「
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
対
応
に
お
い

て
連
絡
会
の
尽
力
を
い
た
だ
き

給
水
活
動
等
々
を
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
い
ず
れ
来
る
で
あ

ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
首
都

直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
々
へ
の
対
応
も
必
要
。
災

害
や
規
模
な
ど
の
リ
ス
ク
発
生

時
に
お
い
て
、
安
定
給
水
に
向

け
た
業
務
を
お
互
い
円
滑
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
連
絡
会

並
び
に
水
道
局
と
わ
が
社
で
一

層
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
い
た
だ

い
た
。

　

来
賓
と
し
て
協
同
組
合
東
京

都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
吉

倉
正
美
顧
問
も
出
席
し
た
。

　

岩
澤
芳
光
副
理
事
長
よ
り
、

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、「
能

登
半
島
地
震
に
掛
る
派
遣
に
５

月
末
ま
で
従
事
し
た
。
被
災
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
改
め

て
減
災
の
重
要
性
や
有
効
性
に

注
力
す
べ
き
だ
と
一
層
思
い
を

強
く
し
た
。
活
動
を
通
じ
て

日
々
鍛
錬
し
て
い
き
た
い
」
と

締
め
く
く
り
、
令
和
６
年
度
応

急
措
置
実
技
訓
練
の
全
行
程
を

終
了
し
た
。

定
し
て
次
の
応
急
措
置
の
訓
練

が
行
わ
れ
た
。
①
マ
イ
ナ
ス

１
９
６
度
の
液
体
窒
素
を
用

い
、
給
水
管
内
の
水
道
水
を
凍

結
さ
せ
る
凍
結
工
法
を
用
い
た

給
水
管
の
応
急
措
置
②
特
殊
継

手
に
よ
る
配
水
小
管
か
ら
の
漏

水
の
応
急
措
置
③
破
損
箇
所
を

意
図
的
に
断
水
し
て
仮
配
管
工

法
を
用
い
て
仮
給
水
を
行
う
複

数
個
所
か
ら
の
漏
水
の
応
急
措

置
③
「
レ
ス
キ
ュ
ー
タ
ン
ク
」

を
設
置
す
る
給
水
活
動
訓
練

―
と
し
た
。

不
幸
に
も
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
て
、
会
場
全
体
で
の
一
分

間
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

　

実
技
訓
練
の
進
行
役
は
、
連

絡
会
南
部
支
所
の
大
藤
弘
之
氏

（
株
式
会
社
大
藤
工
業
所
）
が

務
め
た
。

　

訓
練
を
前
に
、
大
藤
氏
は
、

「
当
組
合
の
持
つ
機
動
力
、
技

術
力
、
災
害
地
派
遣
の
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
技
術
者
の
確

保
は
元
よ
り
応
急
措
置
活
動
や

応
急
給
水
活
動
に
不
可
欠
な
熟

練
工
の
育
成
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
。
こ
れ
か
ら
行
う
訓
練

は
、
災
害
に
よ
り
漏
水
し
た
配

　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
令
和
６
年
度
防
災
訓
練
が
11
月
８
日
（
金
）、
連
絡
会

会
議
室
（
中
央
区
日
本
橋
）
と
川
崎
市
内
で
実
施
さ
れ
た
。
防
災
訓
練
は
東
京
都
水
道
局
と
締
結
し

て
い
る
「
災
害
時
に
お
け
る
水
道
施
設
等
の
応
急
措
置
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
並
び
に
東
京
都
水

道
局
が
策
定
し
た
「
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
適
時
適
切
に
行
う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

組
合
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
協
賛
会
社
と
の
連
携
訓
練
と
な
っ
た
。
訓
練
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

へ
の
参
集
訓
練
、
組
合
員
の
安
否
確
認
等
の
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
収
集
・
伝
達
す
る
訓
練
、
さ
ら

に
仮
設
配
管
な
ど
を
使
用
し
た
応
急
措
置
の
実
技
訓
練
と
な
っ
た
。

応
急
給
水
活
動 

熟
練
工
の
育
成
に

能
登
半
島
地
震
派
遣
の
経
験
を
活
か
し

災害対策室の状況

従業員の安否確認

発災状況を確認 備蓄品の確認

災害対策室災害対策室（連絡会会議室）（連絡会会議室）
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現地に参集した組合員

黙祷

指令を受け取る

訓練開始

漏水個所から水が吹き上がる

-196°の液体窒素を用いた訓練

貝澤理事長が都議会議員へ説明

実際に看板を設置して訓練

実技訓練ダイジェスト実技訓練ダイジェスト参集訓練参集訓練
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レスキュータンクを活用した給水活動

指揮者の前に整列 締めくくりの挨拶をする岩澤副理事長

破損した管路の復旧 仮設配管を接続

訓練終了後、移動式仮設トイレとエコキャップを来賓が視察

貝澤理事長の挨拶

藤川部長よりお言葉

伊藤議員と竹平議員よりお言葉

野田社長よりお言葉

実技訓練ダイジェスト実技訓練ダイジェスト ご挨拶ご挨拶

水しぶき舞う訓練


